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膀 胱 後 部 平 滑 筋 腫 の1例

大阪警察病院泌尿器科(部 長;藤 岡秀樹)

佐 藤 英一,松 岡 徹,三 浦 秀信

本 多 正人,藤 岡 秀樹

RETROVESICAL  LEIOMYOMA  : A CASE REPORT

Eiichi SATOH, Akira MATSUOKA, Hidenobu  MIURA,

Masahito HONDA and Hideki  FUJIOKA

From the Department of Urology, Osaka Police Hospital

   A 41-year-old woman was admitted to our hospital with the chief complaint of difficulty of 
urination during the previous 2 years. Physical examinations revealed a smooth round mass of about 
6 cm in diameter at the vaginal anterior wall. DIP and MRI showed a retrovesical tumor which was 
composed of benign leiomyoma, according to the transvaginal needle biopsy report. The retrovesical 
tumor was excised by the transvaginal approach. The tumor, 7 X 6 X 4 cm in size and 109 g in weight, 
was histologically diagnosed as leiomyoma. This is the 21st case of retrovesical leiomyoma reported in 
the literature in Japan. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  44:  331-334, 1998) 
Key  words  : Retrovesical tumor, Leiomyoma

緒 言

膀 胱 後 腔 に発 生 し,特 定 の臓 器 と関係 な く発 生 す る

腫 瘍 は膀 胱 後 部 腫 瘍 と呼 ば れ,稀 な疾 患 と され て い

る.今 回 わ れ わ れ は膀胱 後 部 に発 生 した平 滑筋 腫 を経

験 したの で 若干 の文 献 的考 察 を加 え報 告 す る.

症 例

患 者:41歳,女 性

主 訴:排 尿 困難

家 族 歴:特 記 すべ きこ とな し

既往 歴:1994年 子宮 筋 腫 に対 し子 宮,右 卵 巣 摘 除術

を施行 され て い る,

現病 歴:1995年 よ り排 尿 困 難 を 自覚 して い たが 放置

して い た.次 第 に症 状 が 増 悪 し1997年6月10日 当 科 を

受 診 した.

現 症:体 格 栄 養 中等 度.膣 前 壁 に約6cm大 の表

面平 滑,圧 痛 の な い弾 性 軟 の腫 瘤 を触 知 した.そ の他

理学 的 所 見 に異 常 を認 め なか った.

検 査 所 見:検 血,血 液 生化 学 検 査 で は異 常 を認 め な

か った.

検尿:黄 色 透 明 比 重1.Ol5,pH7,5,糖(一),蛋

白(一),潜 血(一),RBC1～5/hpf,WBCIO--19/

hpf二

DIP:膀 胱 に 一 致 した 陰 影 欠損 を認 め(矢 印),外

方 か らの圧 排 が 疑 わ れ た.上 部 尿 路 に は異 常 を認 め な

か った(Fig,1),

 1 a>4., -OA k 
Fig. 1. DIP revealed a filing defect at the re-

      gion of urinary bladder (arrow).

尿 流 測 定 で は排 尿 の開 始遅 延 と排 尿 時 間 の延 長 が み

られ た(最 大 尿 流量 率8.3ml/sec,平 均尿 流量 率3.3

ml/sec)(Fig.2上).ま たDIP排 尿 後 像 で 著 明 な 残

尿 を認 め た.

MRI:膀 胱 後部 に7×6×4cm,内 部 や や 不 均 一 で
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MRIrevealedtheretrovesicaltumor.Leftside;T2-weighted

axialimageRightside;T2-weightedsagittalimage .

簡

蟹
境界明瞭なT1強 調像にて低信号,T2強 調像にて筋

肉よりやや高信号を呈する腫瘤を認めた(Fig .3).な

おこの腫瘤 は1994年 時の子宮筋腫術前MRIに て4

cm大 の腫瘤 として認められていた.

これらの所見により膀胱後部腫瘍が疑われたが組織

診断ゐため,経 膣的腫瘤針生検術を施行したところ平

滑筋腫 と診断された.以 上より膀胱後部平滑筋腫の診

断のもと,腫 瘍の摘除と排尿障害の改善目的に,8月

2日 全身麻酔下に経膣的腫瘍摘除術 を施行 した.

手術所見:術 前両側尿管にステントを留置した後,

膣前壁に約5cmの 縦切開を加え膀胱後部にみられた

腫瘍を摘除 した.腫 瘍と周囲組織 との癒着はほとんど

認められず,明 らかな腫瘍血管は同定されなかった.

なお膀胱尿道内視鏡では膀胱尿道粘膜は正常であっ

た.

摘除標本:大 きさ7×6×4cm,重 量109gで あっ

た.割 面は充実性で黄白色 を呈 していた.ま た出血巣

や壊死巣,石 灰化は認められなかった.

病理組織学的所見:H.E.染 色像においては,楕 円

擁響
Fig.4.Microscopicallythetumorwasdi-

agnosedasleiomyoma(HE .staining

×100).

形 の核 と好 酸 性 の細 胞 質 を有 す るspindlecellが 索 状

配 列 を呈 し増 殖 して い るが,核 分 裂 像 は認 め な か っ

た.ま たsmoothmuscleactinに よる特 殊染 色 で は筋

線 維 が 濃 染 し,病 理 組 織 学 的 に平 滑筋 腫 と診 断 さ れ た

(Fig.4).ま た エ ス トロゲ ン レセ プ ター,プ ロゲ ス テ

ロ ン レセ プ ター に対 す る抗 体 に よる免 疫 組 織 染 色 に よ
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り,当 切 除腫 瘍 組 織 が 陽 性 に 染色 され た.

臨床 経 過=術 後 経 過 は良 好 で,排 尿 障害 も著 明 に改

善 した(最 大 尿 流 量 率17.5ml/sec,平 均 尿 流 量 率

7.4ml/sec)(Fig.2下).約6カ 月 を経 た現 在,再 発

の徴 候 は認 め ず 良好 に経 過 中 で あ る.

考 察

Young1)ら は1926年 に骨 盤 腔 内 の特 定 臓 器 と関 係

な く発 生 し,膀 胱 後 腔 に原発 す る肉腫 につ い て,膀 胱

後部 肉腫 と命 名 した.本 邦 で は1988年 に中 村 ら2)が61

例 を集 計 して お り,平 滑 筋 肉 腫 が 最 も多 い と して い

る.平 滑 筋 肉腫 に つ い て は並 木 ら3)が1997年 に20例 を

報告 して い る.一 方 良性 膀 胱 後部 腫 瘍 の 報告 は1996年

杉 ら4)が64例 を集 計 して い る.こ れ に よ る と組織 型 で

は平 滑筋 腫 が18例 と最 も多 く,神 経 鞘 腫17例,嚢 腫9

例,線 維 腫7例,奇 形 腫4例,神 経 線 維腫3例,血 管

筋 腫3例,線 維 筋腫1例,間 葉細 胞 腫1例,副 神 経 節

腫1例 とな って い る.

一 般 に平 滑 筋 腫 は子 宮 や消 化 管 壁
,皮 膚 や 皮 下組 織

に発 生す る こ とが多 いが,平 滑筋 細胞 の存 在 す る とこ

ろで あ れ ば あ らゆ る部 位 に発 生 す る可 能 性 が あ る5)

膀 胱 後 部 平 滑 筋 腫 に つ い て,Ordonezら6)は 腫 瘍 が

精嚢 に密 着 して い る こ とか ら,そ の 多 くが 精嚢 被 膜 由

来 で あ ろ う と推 論 して い るが,骨 盤 内 の軟 部組 織 や膀

胱壁 の平 滑筋 線 維 に由 来 す る可 能性 も否 定 で きな い と

述べ てい る.自 験 例 は発 生 母 地 に つ いて は明 らか で は

な いが,摘 除標 本 の 免疫 組 織 染色 に よ って エ ス トロゲ

ン,プ ロ ゲ ス テ ロ ン レセ プ タ ーの存 在 を確認 した.こ

の こ とは膀 胱 後 部平 滑筋 腫 にお け る女 性 ホ ル モ ンの何

らか の 関与 を示 唆 して お り,こ れ まで の尿 道 平 滑筋 腫

の発 生 に女 性 ホ ル モ ンの関 与 を指摘 した報 告7)と あ わ

せ,興 味 深 い事 実 で あ る.

本邦 の膀 胱 後部 平 滑 筋 腫 につ いて,そ の詳 細 が 明 ら

か な 高 玉 らの報 告 例8)に 自験 例 を含 め た5例4'9'IDを

追加 し21例 の集 計 を行 った。 年 齢 分 布 は38か ら82歳 ま

で で平 均57。9歳 であ った.性 別 で は男性16例,女 性5

例 と男 性 に 多 い傾 向 を示 した.し か し古 い文 献 で は女

性 例 が 除外 されて きた との報 告 が あ り,そ の 実態 はつ

かみ に くい12)こ れ はYoungが 最 初 に膀 胱 後 部 腫 瘍

を精嚢 との関係 にお い て詳 述 して い る ため と考 え られ

て い る.主 訴 は 自験 例 の ご と く排 尿 障 害 が15例 と最 も

多 くみ られ た.こ れ に つ い て 駒 田 ら12)は 膀 胱 後 部 腫

瘍91例 を集 計 し,排 尿 障 害 が 良性40例 中31例,悪 性51

例 中49例(共 に重 複 あ り)と 発 現 頻 度 が 高 い と報 告 し

て い る.大 き さ は 最 大 径 で5～15cmで 平 均10cm

で あ り,重 量 は80--975g,平 均337gで あ っ た.

本疾 患 は悪 性 腫 瘍 との鑑 別 が 重要 で あ るが,臨 床 症

状 や画 像 診 断 上 困 難 な こ とが 多 く,腫 瘍 生 検 に頼 らざ

る を得 な い の が 現 状 で あ る13)術 前 生 検 は 自験 例 を

含めて21例中10例 に施行されてお り,そ のうち9例 に

平滑筋腫 またはその疑いの もと手術が施行 されてい

る.治 療は21例中18例に腫瘍摘除術がなされており,

自験例を除いて17例 が経腹的手術で,中 には膀胱全

摘,尿 管皮膚痩,人 工肛門造設,試 験開腹,放 射線療

法が行われていた症例 もみられた,

自験例では腫瘍生検をまず施行 し,組 織学的に良性

腫瘍であることが確かめられたので,侵 襲の少ない経

膣的アプローチを選択 した.本 疾患の女性の報告例は

少なく,経 膣的摘除は自験例が本邦第1例 目である.

なお前述の駒田らの報告例を含めて文献上膀胱後部良

性腫瘍に対する術式の詳細な記載はわれわれの調べえ

た範囲ではみられなかった.し かし術前生検にて良性

と診断された場合,oversurgeryに ならないよう留意

すべ きであり,ま ず自験例のごとく経膣的アプローチ

も考慮にいれるべきと考えられた.

結 語

41歳,女 性 に発 症 した 膀胱 後 部 平 滑筋 腫 の1例 につ

いて 報告 した.自 験 例 は本邦21例 目で あ り,経 膣 的摘

除 を行 っ た第1例 目で あ った.術 前生 検 にて 良性 と診

断 され た場 合,経 膣 的 ア プ ロ ーチ も考 慮 にい れ るべ き

と考 え られ た.

本論文 の要 旨は,

おいて発表 した.

第161回 日本泌尿 器科学会関西 地方会に
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